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Phasenaktionsart (活動段階）の
本質と機能
?
橋 輝 和
I. 序
動詞の重要な機能の一つに数えられる Aktionsartは一般に「動詞の表
わす活動の経過の様式1」と解されるものであるが， これは質的な Ak-
tionsartと量的な Aktionsartとに大別することができる.2 質的な
Aktionsartとは活動の時間的な経過様式，つまり開始， 継続，終結，結
果等の活動の段階を表わす .t¥ktionsartであって，経過の質的な相違が問
題になる．これに対して反復，強意，縮小といった活動経過のむしろ量的
な様態を示すものを量的な Aktionsartと呼ぶことができる．
従来より行なわれて来た Imperfektiv-Perfektivという主として質的
な Aktionsartの二大別は否定されなければならない．その理由としてま
ず第ーに，この対立概念はスラプ語の Aspektとドイツ語の Aktionsart
との同一視3 の結果ドイツ語文法の中へ移入されたものであるが，しかし
ながらスラプ語にも Aktionsartが存在し， ドイツ語にも Aspektがあ
る一ーただし両者のAktionsartとAspektはそれぞれ多少異なるが一一
以上この同一視は不可能である．従って Aktionsartの Imperfektiv-
Perfektivはその存在基盤を失う．第二に， Imperfektiv-Perfektivと
いう時の Aktionsartは専ら意味論又は造語論上の概念として用いられて
来た．しかし本論中で明きらかになるように， Aktionsartの中心である
Phasenaktionsartは構文論の領域に属する概念であって，違った風に区
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分される．又意味論の概念として Bedeutungsdimension,Bedeutungs-
zeitlichkeitが取りあげられるが， これらにも Imperfektiv-Perfektiv 
は適用できない．第三に，明確に区別される必要があるにもかかわらず，
活動の継続と状態の不変とがいっしょに Imperfektivと呼ばれ， そして
瞬間的な出来事と活動の開始や終結が Perfektiv としてまとめられるか
らである．
さて本論で取り扱われる Phasenaktionsartとは最初の質的な Ak-
tionsartのことであって，これを私は言語によって捕えられる時と言語に
よる活動の分節として考察する．
]I. 動詞の内在時間性
Phasenaktionsartの説明に入る前にまずその前提となる動詞の時間性
について述べる必要がある．
動詞の時間性とは M.Deutschbein4によって初めて取りあげられた
概念であって，動詞の基本的な意味に含まれている一定の時間の広がりが
Zeitcharakterとして把握された．従ってこの動詞の時間性というのはい
わば意味論の対象となるものである．これに対してPhasenaktionsartは
具体的な状況を表現する文の中で初めて明きらかになるものであって，構
文論の領域に属する.M. Deutschbein以前の文法家は意味論的な時間性
と構文論的な Phasenaktionsart5とを何ら区別することなく，まとめて
Aktionsartと考えていたのである．
時間性に従って M.Deutschbeinは動詞をまず永続的 (durativ) なも
のと非永続的 (nichtdurativ)なものとに分け， 後者をさらに限定的 (ter-
minativ)な動詞と瞬間的 (momentan-punktuell)な動詞とに区分し，そし
て限定的な動詞に最もよく Phasenaktionsartが現われると考えた．
M. Deutschbeinは一応凡ての動詞に対して一様に時間的な性質を認め
ているのであるが，しかし H.Renicke6はこれを修整する．なぜなら，
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M. Deutschbein自身も既に暗示しているように，時間的な性質は永続的
な動詞と瞬間的な動詞には存在しないといえるからである． そこで， H.
Renickeはまず全動詞を点動詞(Punktverb)と拡張動詞(Ausdehnungsverb) 
とに二分する． 点動詞の点性と拡張動詞の広がりは意味次元 (Bedeu-
tungsdimension)という概念によってまとめられる．
点動詞（例えば treffen,erblicken)は一瞬の出来事を表わすのであるか
ら，ここに時間の入る余地はない．従ってこの動詞は無時間的(zeitlos)で
ある．
拡張動詞は時間動詞 (Zeitverb又は zeitlichesVerb)と準時間動詞 (zeit-
haftes Verb)と超時間的動詞 (iiberzeitlichesVerb)とに大別される．時間
動詞というのは純粋に時間的な性質，つまり時間線上での経過 (Verlauf)
と伸長(Erstreckung)の特性7を持つ動詞である（例えば laufen,trocknen). 
時の経過性と伸長性が時間動詞のと比べてかなり小さい場合（例えばschla・
gen, essen)は， 時間的な性格が弱いという意味でその動詞は準時間動詞
と呼ばれ，純粋の時間的な動詞と区別される.H. Renickeは，この準時
間動詞は経過性を持たず，伸長性だけを有すると説明しているが，しかし
時の経過が伸長を生み出すのであるから，経過性と伸長性とを切り離して
考えるわけにはいかない．従って準時間動詞に伸長性があるのは経過性が
あるからである．ただしそれは，時間動詞の経過性，伸長性が直線的，進
行的に把握されるのに対して，普通そのように意識されないほど極めて小
さいだけのことではなかろうか． その小さな経過性は継続を表示する in
~ (begriffen) seinによって意識的に拡大され得ると考えられる．
時間動詞と準時間動詞とに含まれる時間的な特質を H.Renickeは
Bedeutungszeitlichkeit又は immanenteZeitlichkeit と呼んで M.
Deutschbeinの Zeitcharakterdes Verbumsと区別する．
超時間的動詞とは sitzen,bliihenのような状態を表わす動詞である.8 
H. Renickeはこの動詞を点動詞と同様に無時間的であるといっている
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が，しかし点動詞と全く同じ意味で無時間的とはいえない．この種の動詞
が意味する状態の不変は時間の限定を受けない；いわばここでは時間は凍
結されて停止したままの状態なのである．そしてこの静止状態の時間の凍
結が融解する時に時間性が回復される（例えば bluhen→verbluhen) . 従
って状態動詞は無時間的というよりも，むしろ超時間的であるといわなけ
ればならない．又 H.Renickeは状態動詞の拡張要素が空間的であると
も述べているが，しかしここへ空間概念を持ち込むことは不適当であり，
あくまでも時間概念に従って処理すべきであると思う．確かに sitzen,
bliihenのような典型的な状態動詞には空間内での動きがな<―あれば
それは時間的である—，かつ空間の一点に拘束，固定された内容を表示
するという意味では空間的といえるかも知れないが， しかしながら心理
的，精神的な状態を表わす動詞，例えば lieben,wissen等についても空
間的であるといえようか．やはりここでの拡張要素は，時間的な拡張に対
して，超時間的と考えるぺきであろう．
以上をまとめると次のように表示できる．
点性
点憮時動間的詞） 
意味次元
I 
超時間・I的拡張
状（超態時間動． 的詞） 
I 
拡I張
時間的I 拡張
闘誓勺瓢 闊鸞I闘
準時間動詞 時間.動詞
意味時間性内在
][. Phasenaktionsartと時間
Phasenaktionsartの定義としては M.Deutschbeinの次の簡潔な定
義を取りあげることができる．
-344-
Hingegen gibt die Aktionsart an, in welchem Stadium, in welcher 
Phase sich der objektive Vorgang befindet, z. B. erbliihen-
verbliihen. 9 
ここで Aktionsartという表現によって Phasenaktionsartの定義がな
されているのは， M.Deutschbeinは―H.Renickeも同様に一ー量的
なものも Aktionsartとして認めているが，しかし Aktionsartの中心
は質的な Phasenaktionsartであって， Tempusや Aspekt10との関
係上重要であると考えるからである． そこで私はこの考えをさらに進め
て，量的なものと質的なものとをとにかく Aktionsartという同一の用語
でまとめることをやめ，それぞれを別の表現で呼ぶべきであると主張した
ぃ． 質的な Aktionsartとしての Phasenaktionsart と他の反復，強
意，縮小といった量的な Aktionsartとは全く異次元の内容を持つにもか
かわらず，両者を同一の用語でまとめることは，例え質的，量的に区別し
ようとも， 必然的に Aktionsart という概念そのものをあいまいにして
しまう．量的な Aktionsartといわれる活動も又各段階で現われ得るので
あるから，構文論の領域では Phasenaktionsartだけを認めればそれで
十分である．本来多数の Aktionが考えられる1 にもかかわらず，特に
量的なものが質的なものと共に Aktionsartとして取りあげられて来たの
は，専らその動詞自体の顕著な形態的特徴12のためである． 従って量的
Aktionsartは全くのところ造語論の領域内でのみ扱われるべき問題であ
る•13 それ故に私は Aktionsartという用語を廃棄するか， 又は質的な
Aktionsart以外のもの， つまり反復，強意，縮小の他に使役や作為を含
めた文字通りの Aktions-artのために造語論の術語として，又は少し拡
大して意味論の術語として使用し，構文論のPhasenaktionsartに対して
は Aktionsphase と呼ぶことを提案したい．以下ではこの意味で活動段
階という表現を使用する．
活動段階は文に結びついて，文全体の中で初めて明きらかになると述べ
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た．しかしいかなる文にでも表わされるというわけではない．その文中の
動詞が先に説明した意味時間性を含んでいることが前提となるのである．
そもそも活動段階は，活動というものを一般的に始まり，途中経過，終り
等の一連の段階を通り過ぎて行くものと考えて，どの段階にある活動を表
現するのかを問題にする．こうして捕えられたある活動の一段階は時の一
コマである．つまり言語が時間を表現するために使用する最も基本的な手
段の一つはある事物の現象形式による間接的な表現であって，この現象形
式の変化が時の経過を明白に人間に意識させ得るのである• 14従って事物
の現象形式，即ち活動の段階の連続は時の連続である．活動段階も又一種
の時間性である• 15 それ故に無時間的な点動詞や超時間的な状態を表わす
動詞では原則として時間的な活動の段階を表現することができない．これ
に対して意味時間性が内在する時間動詞や準時間動詞が中心となる文では
活動段階の表示が可能である．
このように述べると意味時間性と活動段階とが直接結びつくかのように
思えるがそうではない．両者の間には段階を表示し得る潜在的な可能性16
を考える必要がある．従来は，動詞の不定法が例示されていたことからも
分かるように，この活動段階表示能力を普通 Aktionsartと考えていたの
である．活動段階は準備， 始初， 継続， 終結， 結果の五段階に大別でき
る．ある意味時間性が内在する動詞，特に時間動詞は明白にそもそもその
動詞自体に始初，継続，終結のいずれかの段階を示す可能性を含んでいる
と考えられる• 17 この可能性はその通り文中で実現される場合もあるが，
しかし又助動詞18や状況語， さらには文脈によって一層精密に表現され
たり，又ある時は可能性の段階とは全く異なった活動段階が示されること
もあり得る• 19活動段階は構文論の問題であるといったのは一つにはこう
いう意味からである．例えば運動の動詞 schwimmenは完全な時間動詞
であって，意味時間性を持ち，潜在的な可能性としては継続段階を表現す
る．そこで erhat lange geschwommenという文ではこの可能性が進
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行期として具体化されているが， erist ans Ufer geschwommenは終
結段階の進止期を， erhat sich miide geschwommenは帰結期を，又
は文脈次第では二例文とも結果期を表現している• 20 
IV. 個々の活動段階
M. Deutschbeinは Aspekteund Aktionsarten im Neuenglischenの
中で Phasenaktionsartを prospektive(いわば前望的） Aktionsartと
sukzessive (いわば回顧的） Aktionsartの二つに分けて次のような例を挙
げている．
Prospektive Aktionsarten 
Ingressiv : erbohrt <las Brett an. 
Progressiv : .erbohrt <lurch das Brett. 
Egressiv: er durchbohrt das Brett. 
Resultativ: er hat das Brett <lurch. 
Sukzessive Aktionsarten 
Inchoativ : ersetzt mit Bohren ein. 
Kontinuativ : erbohrt und bohrt. 
Konklusiv : erbohrt das Brett <lurch. 
Resultativ: <las Brett ist durchbohrt. 
この二種類の Aktionsartの違いは過去→現在→未来(prospektivな場合）
と未来→現在→過去 (sukzessivな場合）という時間関係 (Zeitbezug)の相
違に基づくと彼は考えたのであるが，しかしながら H.Renicke も指摘
している 21 ょうに， 明きらかに単なる段階の違いが問題になっているの
であって，時間関係自体の違いとは考え雑い．
そこで H.RenickeはM.Deutschbeinの二種類の Phasenaktionsart
を一元化し，一部はさらに細分して各段階の有機的な編成を行なう．個々
の段階： Inchoativ, Ingressiv, Progressiv, Kontinuativ, Konklusiv, 
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Effektiv, Resultativを彼は initive,prozedente, finitive Sphiireの
三領域にまとめるが，私は最後の Resultativを finitiveSphareから
はずして独立させ，さらに initiveSphareの前に準備段階を設けて五つ
の大領域に分類する：
1. 準備期 praparatlv 
2. 始初期 initiv 
a. 移行期 inchoativ 
b. 開始期 m．gress1． v 
3. 継続期 prozedent 
a. 進行期 progress1v 
b. 続行期 kontinuativ 
4. 終結期 finitiv 
a. 進止期 konklusiv 
b. 帰結期 effektiv 
5. 結果期 resultativ 
以下個々の段階について大旨 H.Renickeの説明に従って検討して行
＜． 
1. 準備期
ある活動を始めるための準備，又はある活動が発生する直前の段階であ
る．一般には Aktionsartとしては取りあげられず， M.Deutschbein 
もH.Renickeも何も述べていないが， しかし活動の段階の一つとして
欠かすことはできない．
Sie ist im Begriff zu lesen. 
Er schickte sich zu einer Reise an. 
Es will regnen. 
これらの文は普通開始を表わすものと考えられたりするが，正確にはさ
らにその前の近迫の段階に重点を置いた表現と解すべきである．もちろん
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移行又は開始の段階に及ぶこともあり得る．しかし beginnenや anfan-
genを用いた場合と比ぺてみれば明きらかなように，その開始の意味は小
さいといえる．
2. 始初期
活動の始初が中心であるが，始初の前後関係によって移行期と開始期が
区別される． さらに始初の様式によってそれぞれは瞬間的なものと漸次
的，持続的なものとに分かれることもある．
2. a. 移行期
ある状態からある状態又は活動への移行が示される．ここでは主体の状
況の変化が問題である．
2. a. i. 瞬間的移行期
瞬間的な移行で，先行する状態は強くはないが知覚できる程度に包含さ
れている．
Er setzt mit Bohren ein. 
Plotzlich. bricht sie in Tranen aus. 
Er geriet in Zorn. 
Sie lehnte miide zuriick und war eingeschlafen. (G. Keller)過
去形に続く過去完了形によって急速な就眠が強調されている．
2. a. i. 漸次的移行期
先行する状態を意識的に組み入れた漸次的な移行の段階である．
Die Apfel faulten. 
Das Zimmer wird warm. 
Aber auch die franzosischen Truppen ermatten. (S. Zweig) 
2. b. 開始期
開始の瞬間が重要であり，その前のことは問題にされない．しかし長短
を問わないが開始の瞬間に続く段階が必要である．
Er beginnt (fangt an) zu sprechen. 
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Er machte sich an die Arbeit. 
.2. b. i. 弱後続性開始期
開始点が特に強調される．その際後続する段階は強後続性開始期と比べ
て暗示されている程度である．
Es entfuhr ihm ein Schmerzensschrei. 
Er bohrt das Brett an. 
Die Sonne bricht <lurch Wolken. 
Kaum begann das ,Stile Nacht . ●．‘〔...〕 aufzuklingen, schellte 
es am Portal. (G. Pohl) 
2. b. i. 強後続性開始期
開始とその後続の段階が強く意図される．
Er holte ein Messer aus der Schublade. 
Er fuhr aus. Er ging weg. 
3. 継続段階
活動の中間段階は進行期と続行期とに分かれ得る．
3. a. 進行期
活動の時間的に限定された継続を表わす．つまり何ら時間的な限定のな
い超時間的な動詞の状態の不変とは異なって，ここでは始まりと終りが意
識中にある．
Er bohrt <lurch das Brett. 
Er ist am Schreiben. Er ist im Kommen. 
Die Pferde liegen im Rennen. 
Die vorausgesagte Reform war bereits im Gange. (G. Radbruch) 
3. b. 続行期
進行期とほとんど同一であるが，アクセントの置き方が異なる．即ち今
なお活動が続いていることが強調される．
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Er bohrt und bohrt. 
Sie lief und lief. 
Der Plan ist noch in der Entwicklung begriffen. 
Einsam ziehen sie weiter ins Unbekannte. (S. Zweig) 
4. 終結期
継続段階において知覚的，理論的に存在した活動の終結がここでは特性
となる．そして終結を構成する要素と終結に先行する段階によって進止期
と帰結期が区別される．
4. a. 進止期
ここでは帰結期と違って活動終結に先立つ段階が強く考慮される．つま
り終結前の継続，経過が特に重要である．継続段階の継続がいわばまだこ
こでも続いている．しかしながらこの継続する活動には終結が，継続期の
場合のように単に方向性から出て来るのではなくて，必然的に存在する．
Er bringt ihm das Buch. 
Er laBt vom Reden ab. 
Er horte auf zu reden. 
Er setzt mit Reden aus. 
Er bohrte das Brett durch.22 
4. b. 帰結期
進止期と比べて活動終結前の継続は後退し，終結が前面に出ている．し
かし継続は全く消失してしまうのではない．そして帰結期ではたいていの
場合何らかの結果の副義が含まれている．
Wir erstiegen den Berg. 
Der Verbrecher erwiirgte sein Opfer. 
Er durchbohrte das Brett. 23 
Er hat sich miide geschwommen. 
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5. 結果期
帰結期では活動は明白に強調された目標に迫るのであるが，結果期で
はこの目標に到達しており， 既に事実，結果となっている．逆にいえば
結果期はある状態がこれに先行する活動の結果と解されることを意味す
る．
H. Renickeは結果期を進止期や帰結期と同じ finitveSphareの中へ
入れているが，結果期は終結点を境に進止期と帰結期とから分けられる必
要がある．これは準備期と移行期，開始期との関係に対応する．
Er hat Bier getrunken→ Er ist betrunken. 
Ich habe beschlossen→ Ich bin entschlossen. 
Die Deutschen seien schon fiber Paris hinaus. (F. Wolf) 
Das milde Wetter war aber schon vorilber. (G. Keller) 
Der schwarze Schlackenstaub, der die Grundlage unseres 
Lagers bildet, wirbelt in dicken Saulen hoch. Im Nu ist ales. 
in eine dunkle, undurchsichtige Staubwolke gehilt, als lage 
ein schweres Granatfeuer auf dem Lager. Von allen Seiten 
rennen die Trupps der W achtmannschaften hinzu, das ganze 
Camp ist von Posten mit aufgepflanztem Bajonett umstellt. 
(F. Wolf)ここでは結果を表わす状態受動が物語現在と共に用いられ
て描写の効果を高める．
以上各段階に分けて若干の文例を取りあげてみたのであるが，いうまで
もなく，いくつかの表現が同一段階を示すものとして挙げられていてもそ
れらが全く同じ程度であるとは限らないのであって，ある表現は前寄り，
あるものは後寄りであるということは十分考えられる．又始初，継続，終
結の各段階では必ずしも常に二つの期に細分されるわけでもない．さらに
又完全に二つ以上の段階にまたがる表現も存在する．例えば H.Renicke 
は erist fiber den See gesegeltという文では進行期と進止期の両方が
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表わされていると指摘している．“名詞文体でも「Entscheidungに
kommen, gelangen, (紗否定的な） geratenが来ると，可能な出来事に
向う準備段階とその開始，経過，進行をも示すことがある」• 25 
v. 全体的段階と部分的段階
今まで述べて来た準備，始初，継続，終結，結果という一連の活動段階は継
続段階を中心にして活動の一生全体から分けられた各時期であった．とこ
ろがさらに細かく考えると，始初段階と終結段階においてもこの各段階を
一つのまとまった全体と考えるならば，それぞれ又準備，始まり，途中経過，
終り又は結果という一連の段階を認めることができる.H. Renickeは先
の全体的な段階の連続を teilaktional-spharischeReiheと呼ぶのに対
して，この部分的な段階の連続を vollaktional-einzelspharischeReihe 
と呼んで次のような例を示している• 26 
beginnt zu trocknen→ trocknet→ ist getrocknet. 
移行開始期 移行進行期 移行結果期
beginnt zu verblilhen→ verblilht→ ist verblilht. 
進止開始期 進止進行期 進止結果期
従って trocknetや verblilhtは全体的に見れば移行期や進止期である
が，部分的段階として見ればそれぞれの進行期であることになる．その判
定は文脈によってなされる．
このような部分的段階の表現文例を少し取りあげてみる．
移行開始期
〔．．．〕， begannsich auch das Antlitz des nackten Menschen 
zu erhellen. (S. Zweig) 
移行進行期
Einzig an den geschlossenen Wimpern schienen zwei Tranen 
zu trocknen, 〔．．．〕 (G. Keller) 
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進止進行期
Aber die Kraft der englischen Armee ist im Erloschen. 
(S. Zweig) 
〔．．．〕， nachdemdie mittelalterlichen Lehnsheere 〔．●．〕 in Auf-
losung begriffen waren. (G. Radbruch) 
VI. 分節としての活動段階
今まで述べて来たことから既に明白なように，かつ言語表現であるから
には当然のことながら活動段階の本質も又分節である．対置された現象世
界を解明しようとする人間精神は言語を用いて現象世界を分節することに
よりある活動をそれとして認識，把握する．ところで現象世界の活動はそ
もそも何の区分も切れ目もなく連続して生成し，経過し，消滅するもので
ある．しかし表現者はある特定の活動を単にそれとして取りあげるだけで
はなく，その活動の一部にいわばスポットライトをあてて，それを浮かび
あがらせる必要にも迫られる．そこでさらにその活動そのものを準備，始
初，継続，終結，結果の各段階に分節することになるのである．必要なら
ば一層細かく分節することも可能である．そのようにして分節された各段
階は相互に限定し合い，その内容は相対的な位置関係によって決定される
といえる．つまり位置による価値を有しているのである．従ってここで
も，各段階がその活動の全体の中で分野 (Feld)を構成するという事実が
確認されるであろう．
注
1 この種の定義は K.Brugmann, Kurze vergleichende Grammatik der indoger-
manischen Sprachen, StraBburg 1904, S. 493, に始まる．
2 H. Renicke, Grundlegung der neuhochdeutschen Grammatik, Berlin 1966, 
S. 24: Die Aktionsarten meinen die verschiedenen qualitativen (Phasen) 
und quantitativen (Intensivum, Iterativum) Moglichkeiten des Hand-
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lungsablaufs, wenn man es einmal der Kftrze halber so charakterisieren 
will. 
3 このことを詳しく論じたのは W.Streitberg, Perfektive und imperfektive 
Aktionsart im Germanisch珈， Halle1889 u. PBB 15 (1891) S. 70f., が最初
である．
4 Aspekte und Aktionsarten im Neuenglischen, Neuphilologische Monats-
schrift 10 (1939) S. 134 f. 
5 この用語も M.Deutschbein, Handbuch der englisch孤 Grammatik (H. 
Mutschmann, H. Eickerとの共著）， Leipzig1931, S. 30, に由来する．
6 Grundleg仰 gder neuhochdeutschen Grammatik, S. 15 f. 
7 この時間の特性については W.Porzig, Das Wunder der Sprache, Bern 
1967, S.176, の次の言葉を参照： Die erlebte Zeit hat zwei wesentliche 
Eigenschaften : sie hat nur eine Erstreckung, und sie verlauft nur in 
der einen Richtung von der Gegenwart in die Zukunft, und diese Rich tung 
kann nicht umgekehrt werden. 
8 一般にこの種の動詞は durativ又は imperfektivな Aktionsartを示すもの
として挙げられるのが普通であるが，しかしこの動詞が表わすのは Aktionでは
なくて Positionである．従って Aktionsartはあり得ない.H. Renickeはこ
の場合 aktionsneutralという．
9 Die Muttersprache als Grundlage des ,Verste加 s"des sprachlic細 Lebens,
Zeitschrift ftr Mundartforschung 16 (1940) S. 75. 
10 M. Deutschbeinは先の Aktionsartの定義の前後に Tempusと AspektIこ
ついて次のように定義している： Das Tempus gibt die Zeitstufe des Vor-
ganges an, _die durch den Standpunkt des Sprechenden bestimmt wird. 
〔…〕 Davon sind wiederum zu trennen die Aspekte. Sie zeigen die Per-
spektive an, unter der der Sprechende einen Vorgang sieht. 
11 A. Noreen, E切Iヽhrung切 diewi邸切SC旭ftlicheBetracht仰 gder Sprache, 
独訳 H.Pollak, Halle 1923, S. 415 f., は全く意味論的に produktionell,
traktativ, affektiv, privativ, instrumentativ, kooperativ, reziprokなもの
まで Aktionsartに数えた．
12 例えば強意は主として子音の鋭利化： biegen→ bftcken, reiBen→ ritzen, 反
復，縮小は形態素-el-: husten→ hftsteln, lachen→ liicheln, によって示さ
れる．
13 それでは上掲の定義の中で M.Deutschbeinが Phasenaktionartの例として
挙げている erblfthen,verblfthen自体も造語論上の問題ではないかと指摘され
るかも知れない．確かに彼は (Phasen-)Aktionsartが構文論の問題であること
を認識していながら不定法を例示しているのは誤解を招く．後に説明するように
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erbliihen, verbliihenという不定法のままではまだ Phasenaktionsartと呼ぶ
ことはできない．ここでは単に段階表示の一可能性が示されているに過ぎず，こ
れが文中で具体化されて初めて Phasenaktionsart と呼ばれることになる．従
って段階表示の可能性は造語論又は意味論上の問題といえる．
14 従って歴史的に見ると，印欧語以来活動段階の表現形式が時称形式へと発展して
行く現象が確認される．例えばドイツ語の完了形（結果の表現形から）や werden
を用いる未来形（始初の表現形から）．
15 H. Renickeはこれを Aktionszeitlichkei tと呼び， Existenzzeitlichkeitであ
る Tempusや構文論以前の Bedeutungszei tlichkeitと区別する．
16 M.Deutschbein, Handbuch der englischen Grammatik, S. 34, はこの可能性
をeinaktionsartiges Moment der Bedeutung eines Verbumsと呼んで示
唆していた.H. Renicke, Grundlegung der nhd. Grammatik, S. 22, は
potentielle Aktionalitat又は aktionalePotentialitatという．
17 むしろこの場合段階表示能力があるから意味時間性が内在するというべきかも知
れない．
18 活動段階の明示を専門とする imBegriff sein, zu~ (準備期）， zu~anfangen
（始初期）， in~(begriffen) sein (継続期）， zu~aufhoren(終結期）等を活
動段階の助動詞と呼びたい．
19 この意味からも不定法，定動詞といえよう．
20 Er schwimmt im Geldのような比喩的な用法は問題外であって，ここでは活
動段階ではなく，状態が表現されている．このように意味時間性と段階表示能力
を持つ動詞であっても常に活動段階の表示のために用いられるとは限らない．
21 Die Theorie der AsPekte und Aktionsarten, PBB 72 (1950) S. 153 f. 
22 この durchbohrenは進止期を示すが故に完了分詞にgeを必要とする.J. Erben, 
Abri.P der deutschen Grammatik, Berlin 1967 S. 30 : DaB dieses perfekti-
vierende ge hier erforderlich ist, erweist den relativ geringen Grad 
der Perfektivierung, der durch diese trennbaren Partikeln erreicht wird. 
23 注22で述べた理由によって分離動詞の完了分詞と非分離動詞の完了分詞とは完了
度が同等になる．従って ichhabe das Brett durchgebohrtと ichhabe das 
Brett durchbohrt とは全く同一の事態を表現することになる． しかし H.Re-
nicke, Deutsche AsPektpaare, Zeitschrift fur deutsche Philologie 80(1961) 
s. 97, はここに Aspekt(事象観）の差異を認めて，前者を kursiv(流動的），
後者を komplexiv(凝縮的）であると考える．
24 Grundlegung der nhd. Grammatik, S. 59. 
25 福本喜之助「現代のドイツ語学，特に語史と語学史から見たドイツ語名詞文体の
問題について」文体論研究 11(1967) s. 20. 
26 Grundlegung der nhd. Grammatik, S.55 u. 58. 
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Wesen und Leistung der Phasen-
aktionsarten oder Aktionsphasen 
Terukazu Takahasi 
In diesem Aufsatz sollen die sog. Phasenaktionsarten auf Grund 
der Auffassungen M. Deutschbeins und H. Renickes behandelt 
werden. Unter den Phasenaktionsarten verstehen wir die verschie-
denen Phasen des Vorgangsablaufs. Seine einzelnen Phasen sind : 
präparativ, initiv, prozedent, finitv und resultativ. So scheiden wir 
die Phasenaktionsarten als qualitative Aktionsarten streng von 
den quantitativen, wie Iterativ, Intensiv und Diminutiv, weil diese 
im Bereich der Wortbildungslehre bleiben. Und da die Vorgänge, 
die sie bezeichnen, auch in verschiedenen Phasen erscheinen 
können, dürfen wir in der Syntax bloß die Phasenaktionsarten 
.anerkennen. Aus diesen Gründen möchten wir den Ausdruck 
,,Aktionsart" nur als Terminus der Wortbildungs- oder Bedeutungs-
1ehre verwenden und für die Phasenaktionsart die Bezeichnung 
,,Aktionsphase" vorschlagen. 
Nach dem Zeitbegriff zerfallen die Verben in die zeitlosen, 
überzeitlichen, zeithaften und zeitlichen. Der zeitliche Charakter, 
der zeithaften und zeitlichen Verben semantisch immanent ist, 
wird „Bedeutungszeitlichkeit" genannt. Diese Verben schließen in 
-sich ein aktiorisstufiges Moment ein. Besonders bei den zeitlichen 
Verben ist das anschaulich. So sprechen wir erst dann von einer 
Aktionsphase, wenn das aktionsstufige Moment eines Verbs im 
Satz als Versprachlichung einer konkreten Situation voll verwirk-
licht ist. Dieses Moment kann durch Hilfsverben der Aktions-
phase und adverbiale Bestimmungen noch genauer realisiert oder 
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zu einer ganz anderen Aktionsphase modifiziert werden. Dagegen 
tritt keine Aktionsphase bei den zeitlosen Punktverben und 
überzeitlichen Positions- bzw. Zustandsverben auf. 
Der menschliche Geist, der die ihm vorgegebene Erschei-
nungswelt erschließen will, erkennt und begreift einen Vorgang 
als solchen durch ihre Gliederung mit Hilfe der Sprache. Für 
unbefangene Augen entsteht und verläuft und verschwindet nun 
der Vorgang in der Außenwelt eigentlich ohne Einschnitte. Aber 
der Ausdrückende braucht oft nicht nur einen Vorgang als solchen 
aufzunehmen, sondern er muß auch einen bestimmten Teil des 
Vorgangs beleuchten. Dazu gliedert er den Vorgangsbereich weiter 
in die präparative, initive, prozedente, finitive und resultative 
Phase. Wenn es nötig ist, kann er wiederum unterteilen in 
inchoative und ingressive, progressive und kontinuative, konklusive 
und effektive. Eine auf diese Weise aufgegliederte Phase des 
Vorgangs ist also ein Abschnitt der Zeit, und aufeinanderfolgende 
Aktionsphasen bilden eine Zeitreihe. 
Schließlich gelangen wir zu einer wichtigen Erkenntnis : die 
einzelnen Aktionsphasen bestimmen gegenseitig ihren Inhalt, sie 
besitzen innerhalb des ganzen Aktionsbereichs einen Stellenwert. 
Daraus erweist sich die Existenz eines sprachlichen Feldes. 
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